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伊予市立双海中学校



Ｎｏ．１

4 3 2 1 肯定率 全体肯定率

生徒アンケート ◎ 73 27 0 0 100 94

保護者アンケート ◎ 29 71 0 0 100 94

教職員アンケート ◎ 86 14 0 0 100 100

生徒アンケート ◎ 64 33 4 0 96 98

保護者アンケート ◎ 63 31 6 0 94 95

教職員アンケート ◎ 43 57 0 0 100 100

生徒アンケート ◎ 50 39 10 2 89 84

保護者アンケート ◎ 31 56 13 0 88 95

教職員アンケート ◎ 71 29 0 0 100 100

生徒アンケート ○ 23 46 29 2 69 64

保護者アンケート ◎ 38 56 6 0 94 74

教職員アンケート ◎ 43 57 0 0 100 100

生徒アンケート ◎ 62 33 6 0 94 96

保護者アンケート ◎ 13 81 0 6 94 94

教職員アンケート ◎ 83 17 0 0 100 100

生徒アンケート ◎ 62 29 8 2 90 92

保護者アンケート ◎ 27 73 0 0 100 89

教職員アンケート ◎ 57 43 0 0 100 100

地域有識者アンケート ◎ 33 56 11 0 89 96

A

評定

○私は、宿題や自主学習ノートにしっかり取り組
み、家庭学習の習慣が身に付いている。
◎お子さんは、宿題や自主学習ノート等、家庭学
習の習慣が身に付いている。
□本校では、家庭学習習慣の指導に全校体制で
取り組み、その定着を図っている。
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　最近の生徒は、自分で計画帳を書かず、家庭で友人に教えてもらうことが多い。そのため、保護者が宿題や提出物を把握することが難しい。自分で翌
日の学習予定を書くように指導してほしい。また、そうすることによって、自分でスケジュール管理をする能力が培われると思われる。放課後に空き教室
を開放し、地域による学習サポートができるとよい。

　全国や県の学力調査において、本校生徒の学力は、県や市の平均正答率を上
回る良好な状況である。だが、解答形式が記述式の問題が弱いという課題がある
ため、今後、思考力や表現力を伸ばしていく取組をする。また、提出物の状況にも
改善が必要で、保護者と連携しながら、個に応じた対応をしていく。

○授業では、発表、実験、制作等自分の考えをま
とめたり、表現したりする活動や体験活動の時間
がよくある。
◎双海中では、授業で自分の考えをまとめたり、
表現したりする活動や様々な体験活動を、よく実
施している。
□本校では、「表現力」「読解力」の育成のため、
各教科や総合的な学習等において、適切な言語
活動や体験的活動を実施している。

　【考察】
　生徒の肯定率が、前回の調査に比べてわずかに減少したものの、ほぼ全員の生徒が、基本的な学習習慣
を意識して授業に臨むことができている。
　【改善方策】
　どの学年の生徒も落ち着いた授業態度で授業中の学習に取り組むことができている。より集中して学習に
取り組むことができるように、今後も引き続き学習に向かう態度の指導を継続していく。

　【考察】
　夏休みには伊予市トライアスロン大会が行われ、多くの生徒が有志ボランティアとして参加した。部活動の
一環で、吹奏楽部が下灘プラットホームコンサートや公民館祭で演奏をした。様々な形で地域の活動に参加
させていただいた。
　【改善方策】
　２学期に限らず、本年度も様々な地域行事に生徒が参加させていただいた。地域学校協働活動推進員の
尽力により、充実した活動となっている。

○先生は、日々の授業や質問タイムにおいて、分
かりやすく教えてくれている。
◎双海中では、日々の授業や学習相談等で分か
りやすく教えてくれる。
□本校では、学習相談等やＩＣＴの活用により、個
に応じたきめ細かな指導が行われている。

　【考察】
　全国学力学習状況調査の結果等を踏まえて、全教職員で知識を活用する力や表現力の向上をめざして、
授業改善に取り組んだ。そのため、生徒・保護者・教職員ともに肯定率が高い
　【改善方策】
　今後も話したり書いたりする表現活動を、授業に適切に位置づけながら、より有効な手立てについて研究を
進めていきたい。

項目

令和６年度   学校評価（後期）    報告書 伊予市立双海中学校

【評定基準】　　Ａ：目標を９割以上達成　　Ｂ：８割以上達成　　Ｃ：６割以上達成　　Ｄ：６割未満の達成 ４：そう思う　３：どちらかと言えばそう思う　２：どちらかと言えば思わない　１：思わない　◎肯定率８割以上、○６割～８割、△６割以下

重点目標

令和６年12月

学校による考察・改善方策 R6.7月
肯定率

評価
アンケート結果（％）

○生徒、◎保護者、□教職員、◇地域有識者
評価資料

質問項目

⑤ 96

A

③

②

100

A

　【考察】
　肯定率が、前回の調査時から生徒は向上したが、保護者は低下している。生徒の回答を学年別に見ると、
２年生の肯定率が低下している。２年生の学習内容は多く、高度化することから、このような結果となったの
であろう。
　【改善方策】
　12月に実施した愛媛県学力診断調査や２学期末テストのの結果を踏まえながら、個別に課題を把握した上
で、個別指導を指導を充実していく。

①

※1　「よりよい学校づくりのためのアンケート」　回答者数：生徒54名、保護者16名、地域有識者29名、教職員8名　　　※2　全体肯定率は各アンケートの単純平均

88④

　【考察】
　生徒の捉え方には多少の変化があった。これは、２つ上の設問への回答ともつながっているが、学習内容
が十分身に付いていないことを自分の課題と考える生徒がいるためであろう。
　【改善方策】
　個別指導を行っているが、小学校の学習内容に遡る必要のある生徒も少なくなく、授業中だけでは不十分
と感じることも多い。放課後は部活動があるため、時間を捻出するのが困難である。

○私は、話をしっかり聞いたり、ノートをとったりし
て、授業にまじめに取り組んでいる。
◎お子さんは、真面目な学習態度で、授業に取り
組んでいる。
□本校では、学習四原則の徹底を図り、基本的な
学習習慣の育成に努めており、身に付いている。

95

A

A

○日々の学習内容をある程度理解し、意欲をもっ
て学習している。
◎お子さんは、授業の内容がある程度理解できて
いて、意欲を持って学習している。
□自分は、生徒が意欲的に授業に取り組むように
工夫し、「分かる･できた授業」、「考える授業」、
「伸びる授業」になるよう、授業改善に取り組んで
いる。

　【考察】
　前回と比較して、自身の家庭学習への取組が不十分であると考えている生徒は減少し、肯定率が向上し
た。家庭でも、保護者の協力が得られている。
　【改善方策】
　準備物や提出物の忘れ物が多い特定の生徒の状況は変わっておらず、進路指導と併せて、家庭と連絡を
とりながら連携していく。

92

B

○私は、地域の行事に積極的に参加している。
◎双海中では、地域の自然や伝統行事等を重視
しており、お子さんは地域行事に積極的に参加し
ようとしている。
□本校では、地域の人材や自然、伝統行事など
の教育資源を活用し、生徒は地域行事に積極的
に参加しようとしている。
◇双海中では、地域の人材や自然、文化財、伝統
行事等の教育資源が活用され、生徒は地域行事
に積極的に参加しようとしている。

・「分かる・
できたを実
感する授
業」「考える
授業」「伸
びる授業」
の実践

・個に応じ
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習の充実
による基礎
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着と向上

・生徒の学
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・ＩＣＴ機器
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Ｎｏ．２

4 3 2 1 肯定率 全体肯定率

生徒アンケート ◎ 75 23 0 2 98 96

保護者アンケート ◎ 56 44 0 0 100 100

教職員アンケート ◎ 63 38 0 0 100 100

生徒アンケート ◎ 83 14 2 2 96 98

保護者アンケート ◎ 47 53 0 0 100 94

教職員アンケート ◎ 50 50 0 0 100 100

地域有識者アンケート ◎ 33 63 4 0 96 100

生徒アンケート ○ 37 42 15 6 79 84

保護者アンケート ◎ 63 38 0 0 100 100

教職員アンケート ◎ 63 38 0 0 100 100

生徒アンケート ◎ 83 17 0 0 100 100

保護者アンケート ◎ 75 25 0 0 100 100

教職員アンケート ◎ 88 13 0 0 100 100

※1　「よりよい学校づくりのためのアンケート」　回答者数：生徒54名、保護者16名、地域有識者29名、教職員8名　　　※2　全体肯定率は各アンケートの単純平均

R６.7月
肯定率○生徒、◎保護者、□教職員、◇地域有識者

令和６年度   学校評価（後期）    報告書 伊予市立双海中学校

質問項目 アンケート結果（％）
評定 評価評価資料学校による考察・改善方策

令和６年12月

項目 重点目標

２
　
心
の
教
育

・「議論して
考えを深め
る」特別の
教科道徳
の時間と人
権・同和教
育の充実

・学校の教
育活動全
体を通じて
行う感動体
験による豊
かな心と社
会性の育
成

・生徒の自
発的・自治
的活動の
活性化によ
る仲間づく
りとリー
ダー性の育
成

・感謝の気
持ちを基盤
とした挨拶
や言動によ
る規律ある
生活態度
の育成

A

　【考察】
　２学期に行われた諸行事における取組を通して、生徒同士の関係が構築されている。一方で、前回調査で
は見られなかった「思わない」という回答が、生徒の中に見られることが気掛かりである。
　【改善方策】
　 おおむね、行事や日々の協働的な活動を通した社会性の育成により、高め合える集団生活が行えてい
る。同時に、集団生活になじまない生徒に対して、粘り強く働きかけていくことも必要である。

⑨

⑩

⑧

⑦

　【考察】
　生徒、教職員、地域有識者、ともに高い肯定率であり、向上している。しかしながら、前回調査と比べると、
生徒の肯定率が低下している。
　【改善方策】
　愛媛県教育委員会人権教育課指導訪問を受け、それまでに人権教育を充実させてきた。生徒は、人権教
育を受けて、現状に敏感になったのかも知れない。今後は、実践力に結びつけられるよう、更に人権教育を
推進していきたい。

○私は道徳の時間（心の時間）に真剣に取り組
み、自分自身を見つめ直す機会となっている。
◎双海中では道徳教育に積極的に取り組み、豊
かな心が育つよう努めている。
□本校は、道徳の時間を要に様々な場面で道徳
性の育成を心掛け、豊かな心を育成している。
◇双海中では、いろいろな機会をとらえて人権教
育や道徳教育など豊かな心の育成に力を入れて
いる。

　本校のよさは、小規模校らしく、生徒同士の仲がよく、学年が上がるほど仲のよさやつながりが強くなっていることである。一方で、小学校
からの人間関係を引きずっている場合もあり、これは、心の成長の度合いによるものと思われる。生徒の自己肯定感に関して、直感的に自
分のよさを感じることができる機会があるといい。

　２学期末に行われた人権・同和教育訪問を経て、生徒は、部落差別を自分に近い
ものとして認識できるようになった。３学期には、ローテーション道徳を実施し、全教
職員が道徳教育に関わり、人権・同和教育を核とした心の教育を継続していく。

【評定基準】　　Ａ：目標を９割以上達成　　Ｂ：８割以上達成　　Ｃ：６割以上達成　　Ｄ：６割未満の達成 ４：そう思う　３：どちらかと言えばそう思う　２：どちらかと言えば思わない　１：思わない　◎肯定率８割以上、○６割～８割、△６割以下

○私は、他の人の人権を尊重し、人に差別的な態
度や言動をとっていない。
◎お子さんは他の人の人権を尊重し、差別的な態
度や言動をとらないようにしている。
□本校は、人権・同和教育の視点に立った指導を
随時行い、「人権意識」の涵養に努めている。

○私は、自分自身を大切にしており、今の自分が
好きだ。
◎お子さんは自分自身を大切にしており、自尊感
情が育まれている。
□本校では、一人一人のよさを認め、達成感を味
わわせ、生徒の自尊感情の育成に努めている。

○私は、仲間（先輩・後輩・友達）のことを思いや
り、協力して物事をやり遂げようとしている。
◎お子さんは、他の人への思いやりや、協力して
物事をやり遂げようとする心が育っている。
□本校では、互いの思いやりや、協働する心の育
成に努めている。

A

　【考察】
　前回の調査と比較して、「そう思う」と全肯定した生徒は増えたが、「どちらかと言えば思わない」「思わない」
と答えた生徒が増加した。
　【改善方策】
　自尊感情の根底には他人からの承認と自分自身の達成感の両方があると考える。そのどちらもが満たされ
るよう、バランスのよい教育課程を工夫していく。

A

　【考察】
　愛媛県教育委員会人権教育課指導訪問に向けて、人権・同和教育を充実させてきた。その成果が結果に
表れていると考えられる。
　【改善方策】
　本年度取り組んできた人権・同和教育の取組を、一過性の者とならないように、今後も更に充実させてい
く。３年生の人権劇は、保護差の皆さんや地域の方々へのよい啓発の機会と捉えて、今後も継続していきた
い。

93

100

A

98
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学校運営協
議会の所見

学校の対応



Ｎｏ．３

4 3 2 1 肯定率 全体肯定率

生徒アンケート ◎ 65 21 10 4 87 90

保護者アンケート ◎ 47 40 0 13 87 67

教職員アンケート ◎ 25 63 13 0 88 100

生徒アンケート ◎ 71 21 8 0 92 96

保護者アンケート ○ 8 69 15 8 77 85

教職員アンケート ◎ 63 38 0 0 100 100

生徒アンケート ◎ 77 21 0 2 98 96

保護者アンケート ◎ 43 50 7 0 93 94

教職員アンケート ◎ 63 38 0 0 100 88

生徒アンケート ◎ 65 29 4 2 94 98

保護者アンケート ◎ 63 31 6 0 94 94

教職員アンケート ◎ 38 63 0 0 100 86

地域有識者アンケート ◎ 54 46 0 0 100 100

生徒アンケート ◎ 64 31 2 4 94 86

保護者アンケート ◎ 50 44 6 0 94 88

教職員アンケート ◎ 88 13 0 0 100 100

令和６年12月伊予市立双海中学校令和６年度   学校評価（後期）    報告書

重点目標

【評定基準】　　Ａ：目標を９割以上達成　　Ｂ：８割以上達成　　Ｃ：６割以上達成　　Ｄ：６割未満の達成 ４：そう思う　３：どちらかと言えばそう思う　２：どちらかと言えば思わない　１：思わない　◎肯定率８割以上、○６割～８割、△６割以下

R６.7月
肯定率

項目
質問項目

評価評価資料

・いじめ・不
登校・非行
の未然防
止、早期発
見・早期対
応・早期解
決の推進

・生徒理解
の深化と充
実及び自
立を支援す
る教育相談
活動の実
践

・生徒の自
治的活動
の活性化
によるリー
ダーの育成
と仲間づく
り

・基本的生
活習慣の
確立と規律
ある生活態
度の育成

⑬

B

○日記（あゆみ）や先生方との対話、教育相談等
で、先生と交流が図られている。
◎お子さんは、日記（あゆみ）や教育相談等を通し
て、先生方とのコミュニケーションが図られてい
る。
□本校では、機会を捉えて声掛けや教育相談を
行い、日常の教育相談的対応を通して生徒との交
流を深めようとしている。

○私は、大きな声でのあいさつ・中学生らしい服
装・場に応じた言葉遣いなどの基本的生活習慣
が、きちんと身に付いている。
◎お子さんは、家庭や地域で、あいさつ・服装・言
葉遣い等の基本的生活習慣がよく身に付いてい
る。
□本校では、挨拶・服装・言葉遣い等の基本的生
活習慣の確立と規律ある生活態度の育成に十分
取り組んでいる。
◇双海中生は、地域で明るいあいさつや適切な言
葉遣い、きちんとした服装ができている。

　部活動で車出しを下祭にお礼を言ってくれるのが当たり前のようだが、落ち着いた生活につながっている。本校生徒の課題として、一学年
一クラスであることに起因する人間関係の固定化がある。一度問題が生じると、クラス替えがないため逃げ場がない。学校の活動を通して、
固定化した人間関係（先入観）を超える印象を、周囲がもてるような機会を作りたい。また、子ども達が笑顔であるためには、周りの大人が笑
顔でなければならない。保護者にもスクールカウンセラーが話を聞いてくれるということを、もっと周知するとよい。

A

　いじめや不登校の原因は、学習面や人間関係など事例によって様々であるため、
個人に寄り添い、家庭とも連携しながら、早期対応を心掛けていく。

○生徒、◎保護者、□教職員、◇地域有識者
評定

90

96

　【考察】
　肯定率は三者とも前回同様高い。日々の委員会活動や生徒会執行部の活動において、生徒が自主的に
活動を行うことができた。
　【改善方策】
  生徒協議会での話合いにより、生徒会執行部と放送委員会が協力し、「朝の挨拶運動」を継続している。こ
のことによって、一日を明るい雰囲気でスタートさせることができている。今後も教師からの意図的な働きか
けにより、生徒の自主的かつ自発的な活動を促していく。
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○先生は、私たちによく声をかけてくれたり、いじ
めなどが起こらないように努力してくれたりしてい
る。
◎双海中は、いじめ・不登校等の早期発見や早期
対応に努力している。
□本校は、日々の生徒の様子に気を配り、小さな
変化や言動にも配慮し、いじめ・不登校等の早期
発見・早期対応に努めている。

○双海中の生徒会行事や委員会活動は活発に行
われ、私も自分の責任を果たそうとしている。
◎双海中は、生徒会行事や委員会活動の活性化
によるリーダーの育成や、仲間づくりに努めてい
る。
□本校では、生徒会行事や委員会活動の活性化
によるリーダーの育成や仲間づくりに努め、成果
を上げている。

B

※1　「よりよい学校づくりのためのアンケート」　回答者数：生徒54名、保護者16名、地域有識者29名、教職員8名　　　※2　全体肯定率は各アンケートの単純平均

３
　
生
徒
指
導

○私のまわりでは、仲間はずしやいじめにつなが
るような言動は見られない。
◎お子さんのまわりでは、いじめや仲間はずしは
見られない。
□本校の生徒は、仲間はずしやいじめのような言
動や差別的な態度をとったりしてはいない。

⑫

アンケート結果（％）

　【考察】
　本校生徒は身なりや挨拶などの基本的な生活習慣が身に付いている生徒が多く、節度ある学校生活を送
ることができている。
　【改善方策】
　校外でも中学生らしい言動で生活をすることができているようである。今後も「規範」としての望ましい身なり
や言動について指導を継続していく。

学校による考察・改善方策

⑪

⑭

⑮
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　【考察】
　生徒、保護者の中には、教職員の関わりが不十分と感じている方がいらっしゃる。人間関係に配慮して、先
生に関わってほしいことがあっても、直接言いにくい生徒が存在していると考えられる。
　【改善方策】
　現在も、定期的なアンケートや職員会における情報交換などにより、適切かつ迅速な対応を図っているが、
これを更に徹底していく。また、いじめの問題の解決のために家庭が極めて重要な役割を担うことから、懇談
会等の機会に、保護者との協力を仰ぐ。

　【考察】
　日記指導によって、生徒と教職員のコミュニケーションが図られていると感じている生徒の割合が、前回調
査に比べて向上している。
　【改善方策】
　毎年行っている全教職員による教育相談を、本年度も実施した。改まって話す機会を設定すると、生徒は
様々なことを話してくれる。本校生徒にはスクールバスで登下校する生徒もおり、放課後の時間に制約があ
るため、このような機会をもつことは必要である。

A

A

　【考察】
　生徒・保護者のそれぞれ約１割が、仲間外しやいじめにつながる言動があるとしている。教職員も、生徒の
言動を注視し、「いじめにつながる言動」が、深刻な状況にならないように対応している。
　【改善方策】
　生徒は、初めから上手な「人間関係づくり」ができるわけではない。 年齢や発達段階に応じた「人間関係づ
くり」の方法と態度を学んでいかなければならない。生徒、教職員、保護者は、学校が「人間関係づくりの練習
の場」であることをお互いが理解する必要があり、気になる言動があれば、連絡を密にしていく。

学校運営協
議会の所見 学校の対応



Ｎｏ．４

4 3 2 1 肯定率 全体肯定率

生徒アンケート ◎ 81 14 0 6 94 96

保護者アンケート ◎ 38 50 6 6 88 90

教職員アンケート ◎ 75 13 13 0 88 100

地域有識者アンケート ◎ 62 35 4 0 96 100

生徒アンケート ◎ 81 17 0 2 98 100

保護者アンケート ◎ 40 60 0 0 100 94

教職員アンケート ◎ 63 38 0 0 100 100

生徒アンケート ◎ 83 14 2 2 96 98

保護者アンケート ○ 25 50 19 6 75 72

教職員アンケート ◎ 63 38 0 0 100 100

生徒アンケート ◎ 90 10 0 0 100 98

保護者アンケート ◎ 33 60 7 0 93 94

教職員アンケート ◎ 63 38 0 0 100 100

地域有識者アンケート ◎ 44 44 11 0 89 100

R６.7月
肯定率

質問項目

A

評価資料項目

４
　
健
康
安
全
教
育

⑱

○生徒、◎保護者、□教職員、◇地域有識者

伊予市立双海中学校令和６年度   学校評価（後期）    報告書

重点目標 学校による考察・改善方策

○双海中の部活動は意欲的に行われており、私
もがんばって取り組んでいる。
◎双海中は、部活動に意欲的に取り組み、その活
動は充実している。
□本校の部活動は適切に運営され、生徒は意欲
的に活動している。
◇双海中では、部活動に意欲的に取り組み、その
活動は充実している。

アンケート結果（％）
評定 評価

・学校安全
に関する危
機管理意
識の高揚
と、安全指
導の徹底
による事故
防止

・心身を鍛
え、健全育
成と自己実
現に資する
部活動の
推進

・健康安全
に関する指
導の充実
と、衛生的
で安全な給
食指導の
徹底
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⑯

A

　【考察】
　新人大会では、男女剣道部が県大会に出場し、男子は個人で優勝、女子は団体で優勝することができた。
新設したクラブに所属している生徒も、練習に励んでいる。
　【改善方策】
　今後、部活動の地域移行が進み、令和９年度には休日の部活動の指導は、競技ごとに順次、地域の指導
員によるものとなる見通しである。市の動向をよく理解して、対応していかなければならない。

⑰

⑲

令和６年12月

【評定基準】　　Ａ：目標を９割以上達成　　Ｂ：８割以上達成　　Ｃ：６割以上達成　　Ｄ：６割未満の達成 ４：そう思う　３：どちらかと言えばそう思う　２：どちらかと言えば思わない　１：思わない　◎肯定率８割以上、○６割～８割、△６割以下

※1　「よりよい学校づくりのためのアンケート」　回答者数：生徒54名、保護者16名、地域有識者29名、教職員8名　　　※2　全体肯定率は各アンケートの単純平均
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○私は健康に気をつけ、手洗い・うがいや給食時
の衛生にも気をつけている。
◎双海中では、健康や衛生管理の指導を適切に
行い、生徒のけがや病気等に適切に対処してい
る。
□本校は、生徒の健康維持のための適切な健康
安全教育や衛生的で安全な給食指導の徹底を
図っている。

A

　【考察】
　手洗いの励行や換気の徹底等の感染症対策を継続して行っているため、新型コロナウイルス感染症やイ
ンフルエンザの流行は見られない。
　【改善方策】
　熱中症の対策として、体育祭を例年より約一ヶ月遅く実施した。今後も同様の措置を行いたい。また、感染
症の流行は現在は見られないが、感染者が増加する傾向にあるときは、メール等を用いて、保護者への情
報提供を行う。

○私は、登下校の時、交通ルールを守り、安全な
通学ができている。
◎双海中では、登下校の安全指導をしっかり行
い、生徒が安全かつ安心して通学できるように努
めている。
□本校では、登下校の安全指導をしっかり行い、
生徒が安全かつ安心して通学できるように努めて
いる。
◇双海中では、登下校の安全指導をしっかり行
い、生徒が安全かつ安心して通学できるように努
めている。

　【考察】
　 三者とも高い肯定率である。生徒は安全や危険防止を意識した学校生活を送ることができた。生徒たち
は、時間に余裕をもって登校できている。
　【改善方策】
　校内の事故や、登下校中の交通事故も起こっていない。数日間のことだが、下灘コミセン付近の道路工事
に伴い、乗降場所を臨時に変更したことがあったが、このように、状況に対応して事故防止に努めたい。

○私は、まわりの人が危険になるようなことはせ
ず、安全に気をつけている。
◎双海中は、安全指導が行われ、事故防止に努
めている。
□本校は、学校安全に関する危機管理意識の高
揚と、安全指導の徹底による事故防止がきちんと
行われている。

　【考察】
　生徒は交通ルールを守り、事故の被害者にも加害者にもならないように気を付けて登下校することができ
た。気を緩めたときに事故は起こりがちなことから、意識付けを継続して行う必要がある。
　【改善方策】
　夏休み中に、PTAの活動で通学路の安全点検を行った。ガードレールがない場所もあり、危険箇所につい
ての情報を生徒にも伝え、安全確認を意識していくよう、継続して指導していく。

A
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　小学校の参観日で、双海地区の検診の受診率や病気の発生数などの話を聞かせていただいた。子ども達だけでなく、地域全体への啓発
が必要ではないだろうか。

　部活動の地域移行に向けて、市の動向を注視しながら、外部指導者の確保や、
それに向けた情報収集に努めていく。また、生徒や保護者にも、部活動地域移行に
関する情報を折に触れて伝えていく。
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学校運営協
議会の所見

学校の対応



Ｎｏ．５

4 3 2 1 肯定率 全体肯定率

保護者アンケート ◎ 31 69 0 0 100 100

教職員アンケート ◎ 75 25 0 0 100 100

地域有識者アンケート ◎ 56 41 0 4 96 96

保護者アンケート ◎ 25 69 6 0 91 91

教職員アンケート ◎ 75 25 0 0 100 100

地域有識者アンケート ◎ 30 57 9 4 87 96

教職員アンケート ◎ 63 38 0 0 100 100

地域有識者アンケート ◎ 29 57 14 0 86 90

令和６年度   学校評価（後期）    報告書 伊予市立双海中学校 令和６年12月

【評定基準】　　Ａ：目標を９割以上達成　　Ｂ：８割以上達成　　Ｃ：６割以上達成　　Ｄ：６割未満の達成 ４：そう思う　３：どちらかと言えばそう思う　２：どちらかと言えば思わない　１：思わない　◎肯定率８割以上、○６割～８割、△６割以下

R６.7月
肯定率○生徒、◎保護者、□教職員、◇地域有識者 学校による考察・改善方策項目 重点目標

質問項目
評定
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⑳

◎双海中は、ホームページや各種通信・配布文
書、家庭訪問・懇談会・電話等により、学校の様子
を伝えている。
□本校は、各種通信や配布文書、家庭訪問・懇談
会・電話連絡等による積極的な情報提供を行って
いる。
◇双海中は、ホームページや各種通信・配布文書
により、学校の様子を知らせる情報提供に努めて
いる。

A

評価資料 評価
アンケート結果（％）

□本校は、学校開放等を適切に実施し、開かれた
学校づくりが行われている。
◇双海中は、学校開放等を適切に実施し、開かれ
た学校づくりが行われている。

A

　【考察】
　学校運営協議会では、建設的な意見をいただき、学校経営の一助とさせていただいている。今後も、様々
なお立場からのご意見をいただきたい。
　【改善方策】
　今後も学校の様子を知っていただけるよう、学校運営協議会の皆様への行事への案内を続けていく。地域
学校協働活動をより活発にして、地域の方々の教育への参画の機会を増やしたいが、教職員の多忙さを考
えると、新しい取組を導入する余裕がない。
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※1　「よりよい学校づくりのためのアンケート」　回答者数：生徒54名、保護者16名、地域有識者29名、教職員8名　　　※2　全体肯定率は各アンケートの単純平均

５
　
保
護
者
・
地
域
と
の
連
携

開かれた
学校づくり
の推進

　多くの企業で賃上げの動きがあるが、一次産業への従事者が多い双海地区で、どれほどの恩恵があるか。今年はみかんが不作で、その
影響も考えられるように、各家庭や地域全体の経済的な余裕がどれくらいあるか。そうした社会の動向は、家庭の安定とつながっており、子
ども達の精神状況にも反映される。子どもの背後にある家庭を思い描きながら、子どもを見ていかなければならない。コミュニティスクールに
関しては、お互いに「何を頼んでいいのか」「何ができるのか」考えすぎているように思う。来年度は、もっと学校に来る機会、見る機会が増え
るといい。

　保護者の皆様の積極的な協力のおかげで、学校と地域のよい協力関係が築けて
いるので、今後もこれを継続していく。一方で、今年度からのコミュニティスクールの
取組について教職員に浸透しておらず、課題が残った。次年度はもっと積極的に取
り組みたい。

㉒

　【考察】
　ホームページや学校便りは、保護者のみならず地域の多くの方々にご覧いただいている。電話連絡や家庭
訪問は、機会を捉えて行っているが、頻繁にその機会があるわけではない。
　【改善方策】
　ホームページについては、できるだけタイムリーな更新を心掛け、学校の現状を多くの方に知っていただく。
電話連絡等は、何か問題が起きたときだけに行うのではなく、よかったことも家庭に伝えるようにしたい。
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㉑

◎あなたは、ＰＴＡ活動に協力的にかかわり、学校
や地域との積極的な交流に努めている。
□本校では、活発なPTA活動が展開され、保護者
や地域、関係機関との積極的な連携に努めてい
る。
◇双海中は、活発なPTA活動が展開され、保護者
や地域、関係機関との連携が行われている。

A

　【考察】
　毎年行っている「いりこ販売」では、PTAの地区役員の皆様に多大なご尽力をいただいた。地域によって
は、注文数も多く、各戸を回っていただくのもたいへんなご苦労を掛けている。頭の下がる思いである。
　【改善方策】
　今年度も年間を通して、たくさんのPTAの方々にご協力いただいた。地区によっては生徒数がたいへん少な
いところもあり、今後も生徒数が減少していく中で、無理なく活動できるよう体制を考えていく必要がある。

学校運営協
議会の所見

学校の対応



Ｎｏ．６

4 3 2 1 肯定率 全体肯定率

教職員アンケート ◎ 50 50 0 0 100 100

教職員アンケート ◎ 88 13 0 0 100 100

教職員アンケート ◎ 63 38 0 0 100 100

教職員アンケート ◎ 75 25 0 0 100 100

教職員アンケート ◎ 38 50 13 0 88 88

R６.7月
肯定率

100□本校では、適切な物的管理と事務管理が行わ
れている。

項目 重点目標
質問項目

評定
○生徒、◎保護者、□教職員、◇地域有識者 学校による考察・改善方策 評価資料 評価

アンケート結果（％）

㉖ A

100

88

【評定基準】　　Ａ：目標を９割以上達成　　Ｂ：８割以上達成　　Ｃ：６割以上達成　　Ｄ：６割未満の達成 ４：そう思う　３：どちらかと言えばそう思う　２：どちらかと言えば思わない　１：思わない　◎肯定率８割以上、○６割～８割、△６割以下

※1　「よりよい学校づくりのためのアンケート」　回答者数：生徒54名、保護者16名、地域有識者29名、教職員8名　　　※2　全体肯定率は各アンケートの単純平均

令和６年度   学校評価（後期）    報告書

100

　【考察】
　愛媛県教育委員会人権教育課指導訪問を通して、人権・同和教育の研修が深まった。また、全国学力学習
状況調査や愛媛県学力診断調査の結果分析や愛媛県学力向上推進主任研修会で伝達のあったことなどに
ついて、職員会で周知を図った。
　【改善方策】
　一過性のものとならないように、生徒のための人権・同和教育の研修も推進していく。また、各種学力検査
の結果を踏まえて個に応じた指導の充実を図るとともに、今後の教育の動向を見据えながらICT機器活用の
在り方についても考えていきたい。
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令和６年12月伊予市立双海中学校

６
　
研
修
・
管
理
運
営

　「残業中毒」という言葉が示すように、仕事をして長時間過ごすという状態だけに満足することがある。労働環境の整備・改善により「ノンコ
ンタクトタイム」を実現してほしい。そうして生み出した時間で、保護者とコミュニケーションをとることで、円滑に学校業務が進む。

　業務に忙殺され、保護者との意思疎通や生徒との対話をする精神的な余裕がなく
なると、結局は生徒にそのしわ寄せがいってしまう。そうならないように、勤務時間を
意識した働き方を心掛けたい。

㉓

□本校の職員室の雰囲気は温かく活力のある職
場環境となっている。

A

資質・能
力の向

上、人的・
物的・事
務管理

㉗
□自分は、業務改善や長時間労働にならないこと
を意識した働き方ができている。 B

　【考察】
　おおむねワークライフバランスを意識して勤務することができている。ひと月の超過勤務時間が80時間前後
である教職員が、２学期に減少したが、日没時間により生徒の下校時刻が早くなったためである。
　【改善方策】
　長時間労働が教師としての「やりがい」につながっていることもあり、単純に「長時間労働＝悪」としにくい点
もある。生徒と向き合う時間の確保としての働き方改革という意識につなげたい。

A㉕

　【考察】
　会計処理においては、事務職員が不在であるため、不安は残るが、複数の目でチェックをして確実な処理
を心掛ける。備品についても年に複数回、台帳との照合をしている。
　【改善方策】
　会計処理については、郡中共同学校事務室と連絡を密にし、適切に行う。振込手数料が、銀行から請求さ
れるようになったが、これまでと変わりなく処理が行えている。

A

㉔

　【考察】
　本校は小規模の学校であるため、担当する校務の数が、大規模校に比べると多くなるため、全教職員が学
校運営関わっているという意識がある。
　【改善方策】
　同僚の活動状況にお互いが気を配るよう意識し、業務に対する負担を軽減したい。また、ＩＣＴの活用によ
り、いい意味で楽ができるところは楽をして、教員本来の仕事に意識を集中できるよう、長時間労働を改善し
たい。

　【考察】
　日常会話の中でも、校務や指導について情報交換がなされており、性別や経験年数に関わらず、共通理解
のもとで対応することができている。
　【改善方策】
　現在のような風通しのよい職員室の雰囲気を、今後も継続させていきたい。今年度も、他の市町では教員
の不祥事や交通違反があったが、他人事と思わず、自らの襟元をただすようにしたい。

□本校は、連絡・報告・相談を的確に行い、服務
規律を遵守し、協働体制の確立に努めている。

□本校では、適切な研修が実施され、教職員の資
質・能力の向上や自己研修に役立てている。

学校運営協
議会の所見 学校の対応


